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室橋遺跡第11 南丹市八木町室 26213 6 350 06' 07" 1350 31' 43" 20070423 2，200 ほ場整備
次 ・野条遺跡第 橋 ~ 

13次 20070907 

せんぞくこふん きょうたんごし
ぐん みねやまちょう

いしまるせんぞ
くだに

千束古墳群 京丹後市峰山町 26481 10 350 38' 41" 1350 02' 56" 20070821 380 道路建設
石丸千束谷 ~ 

20071206 

こうもりきたい ふくちゃましお
せきだいごじ おえちょうこう

もり、せき

河守北遺跡第5 福知山市大江町 26201 19 350 23' 37" 1350 09' 00" 20060724 1580 道路建設
次 河守、関 ~ 

20061223 



所収遺跡名

室橋遺跡第11
次・野条遺跡第
13次

千束古墳群

河守北遺跡第5
次

種別

集落

古墳

集落

主な時代 | 主な遺構 | 主な遺物 |特記事項

弥生/古墳/奈良/ 1竪穴式住居跡/掘立柱建物跡/1土師器/須恵器局器 |用水路と見
平安/中世 |溝 レ石鍛 |られる大溝

を確認

|古期墳時代中期~後 I円墳/方墳 |銅鏡淘玉/管玉/ガ 近接する古
ラス小玉/臼玉/鉄鉱 墳2基の築
/鉄万子/鉄鐸/銅釦/ 造には100
須恵器/土師器 年余りの時

期差があ
る。小規模

な古墳から
銅鏡が出
土。

縄文/祢生/古墳/ 竪穴式住居跡/掘立柱建物跡/縄文土器/5{J;生土器/ 石見型木製
奈良/平安/中世 谷状地形 土師器/須恵器局/ 品が出土

木製品

室橋遺跡・野条遺跡の調査では、古墳時代のかまどを造り付ける竪穴式住居跡や奈良時代の掘立柱建物跡、弥生時

代から平安時代にわたる数多くの溝などを検出。溝は、幅5m.深さ 2mを測るものから幅 1m.深さ 1mほどのも
のまであり、湛概用水路の可能性が高い。
千束古墳群の調査では、 2基の古墳を調査。5号墳は、 5世紀前半の直径13mの半円形の低墳丘の古墳で、木棺墓
l基から倣製鏡と勾玉・管玉などの玉類が出土。6号墳は、 10X7 mの平坦面をもっ6世紀前半の方墳で、木棺墓 l
基から須恵器、鉄製品などが出土。
河守北遺跡の調査では、弥生時代後期の竪穴式住居跡や古墳時代の護岸施設及び奈良 ・平安時代の掘立柱建物跡な
どを検出。出土遺物は多彩で、縄文時代後期の土器、弥生時代中期の土器・木製品、古墳時代前期の土器・木製品、
白鳳期の瓦類などがある。

備考 :北緯・東経の値は世界測地系に基づく 。
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